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　表面（またば募面）現象が大きくものをいう技術分野は慶い．°遡信技術における鮪石

繊波器，金瘍整流器をぽじあ，眞摯技衛における固酋薗の氣饅吸潜，電鍍工業における

金腸清浮面檎査，機械工業友映における潤滑の問題縛々枚墨にいとまがなも、こういう

表頂現象怯表面（または昇面）電位に敏感にするe；こに近代餉弱電技術がもたらした

航観表薗電位測完鑓としての鰻動啓量弐電位計の藁々Lい登場の工業的意験がある．・
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　（1）表面電位測定と生産技術

　異なる金踊間や，金隔と牛導隆の間の接鯛璽位差，固

騰叉は液睡の表面薄膜による表面電位，或は金闘と溶液

間の相境界電位（電極電位）等の測定は，軍に固睦物理

學，界面化學，電氣化學等の學問的立場からきわめて重

要であるばかりでなく，目ざましく準展している生産技

術の立場から見ても日に日に重要性を増してきている．

このことはあちゆる工業按術が，絶えず最新の學問の成

果の上に立つとき健かに襲展するとい5原則から考えて

も當然のζとといえよう・　　　　　　’

　例えば今次大職以來急激に装達した極超短波（糎波）

の受信用としての鑛石楡波器の整流機欝の解明だとか

大出力邊信管などの製造上大きな聞題である熱電子放射

瞳の研究だとか，亜酸化銅セレソ等を用いる低周波用整

流器の研究だとかにはこの種の静電測定も必ずや直接間

接に貴重なデータを提供するであろうし，實際その方向

の努力も始められている．また方面を攣えて電極電位の

直接測定のよ5なことが簡便，確實に行われるならば，

雷解工業電池製造等がさらに確固たる基礎に立脚するこ

とになろう．、また，化學工業上偉大な役割を演じている1

鯛媒作用の研究とか，油脂類の分子構造に關する知見の

獲得等にも役立つのではなかろ5か．

　（2）表面電位測定の困難と從來の測定法

　このように限りない懸用領域があるにもかかわらず，

表面電位等の測定には二，三の固有の困難がっきまとい

そのため實用化がひどく阻まれている状態にある．

　第一に厄介な黙は，物膣の表面電位は一般にその表面

の不規則な汚れ（酸化被膜，油脂膜，氣騰吸着膜等）に大き

く影響され，また牛導睡あ接鯛鷺位差はその牟導髄内の

・微量の不純物や結晶構鑑の概れに甚しく依存するという
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　事情で，ζのためになかなか揃つたデPタが得られない．

　こればかりは測麟象の本性上どうにもならないもので

　せいぜいサンプルの均質性，純度，清澤度に注意し，でき

　るならば虞室中で測定したりする外には打つ手ほない．

　　第二の困難は測定方法に關するものである．この種の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　測定の特徴は或る物騰の表面と標準物隆面の間の比較的

　小さな（之ユV）室間電位差（d・　c・）をなんら（或は殆ん

　ど）電力を取出すことなく測定しなければならないとい

　う馳にある・電流が取出せるならば熱電堆の場合のよう　　　曳

　に鏡感電溌計を用いて容易に1mV或はそれ以下まで測

　れるし，交流電匪（脈動鷹魅）であれぱ簡軍に眞室管で

　増幅することができるのだが，そのどちらでもないとこ　　　・

　うに噛みがある．　　　　　　　　　’　　　　　　　　／

　　、しかしこの惟iみは絶望的なものではなく，デリケt’・’ト

　な静電氣機器（象限電位計等）を騒使しつつ，困難を押し

　て努力を重ねた先入達によつて，いくつかの測定法の原

　理は早くから確立されでい窄そのうちでKelvin法（1）

　と呼ばれるものは，電位差の存在する二つの物膿（電極〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瑚　の間の距離を攣える際に，静電容量の攣化に律つて電荷　　　1

　が移動するのを象限電位計のフレとして捉えるものであ

　り，ポロニウム電極法（2）と呼ばれるものは標準電極面

　に着けられだ放射性物質（ポロニウム等）から獲射され

　る放射線（主にα線）によつて作られる室氣イオンが，

　求める室間電位差にもとずく静電場であつめられる際の

　微弱電流を象限電位計で測るものであつて，前者はいわ

　ば直流電位差の脈動化であり，後者は極めて僅かの電力

　を室間欝電場から取出すことに相當する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磯　　（3）振動容量法の原理

　　このよ5な，古典的ガ法はいずれも取扱いめ煩わし

　い電位計や放射姓i物質を用いるにもかかわらず感度はあ

　まり上らず，蓮績観測もむつかしく，そのままではX業

面への灘などはとて拷え弊なかつたのである鴻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
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　　　’その後の電子管按術の著しい進歩と普及はあらゆる分野

　　　の測定に大きな革命をもたらし，上記のKe！vin法も

　　　1932年AZismaΩ（3）によつで巧みに近代化され・從來の’

　　　“1回限り”の電極の移動は蓮績的振動でおきかえられ

　　　象限電位計ゐ替りには高利得の貫室管増幅器が用いられ

　　　で，面目一一新した姿で各研究分野に進出する一方，一屡

　　　の改良洗練が盛んに行われるようになつた；これが以下

　　　に述べる（4），（4a）振動容量法である・本邦でも既に古

　　　賀・加賀美繭氏による研究の一部が獲表されている・・

　　　　いまこの方法の要鮎を簡軍に解析してみよう．少とつ

　　　ながりの導膣系の爾端の間に，各操欄部に起因する接鯛

～　　電位差，表面電位等の総職として，一定の静電電位差E

　　　が存在するとする．この爾端面を狡い室隙を昏だてて向

　　　いあわぜ，その間に欝電容量Cσを形成さぜると第1圖

　　　爾面にはそれぞれQo＝CeEなる大きさの正負の電荷が

撫
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　　　　　　　　第1圖　振動容量法の原理

　　あらわれる．そこでこの‘電極’の一方（または爾方）

　　を機械的に振動させると上記の容量は、
　　　　　　△C・sinω∫（27・／ω＝振動周期）

　　のよ5な攣動を受けるであろう．これに俘つて
　　　　　　△Q＝：△C・sin　tO　t　eE

　　なる電荷が導謄系をつたわつて容量部分に追加分として

　　入つたり出たりするので，その導豊系には微弱ながら＊

　　　・直流，電位差Eに比例する振幅の（周波歎ω／2πなる）

　　　‘交番，電流が流れるから，導燈系の一部に適當なイソ

・　ぜPダソが挿入されていればその爾端間から同じくE

　　に比例する交番電魅が取り出されることになる，これを

　　高利得の低周波壇幅器で増幅してブラウソ管または擾聲
　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　器に入れることは大して困難ではない継

　　　導騰回路の・一一・S部に電位差計を挿入して振動容量電極間

　　の電位差iをi連績的に攣えられるよ5にしておくと，ちよ

　　うど接鯛起電力等が打潰されて爾電極再が等電位になつ

　　たときに交番電魅の信號が潰える・（第2圖）・このため

　　容量の墜動をできるだけ大きくし，Co及び導瞳系の周團

　　に鍬する分布容量を小さくし，増幅器の利得を高くして

　　おくと，この装置は，野向する電極面が等電位になる場

　　合の指示器としてきわめて敏感に働くのである・

　　　＊というのは振動電極の大ぎ蟄は曹うせ敷奉方cm止りf“から・Co“i’

　　　　μμノ況んや△Cはもつと小さく．從つて△Q、も　E～1γでは

　　　　10で2Coulomb以下！そこでω認600としても，この交流は10－9

　　　　amp．程度である・
　　　料以上の原理はいわゆるコ．U9ンサーマイ夘フオンの場合と量嘱

　　　　樵であるノ図韓電題甦計と，も題う鐵力曾南る・
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　こ5してまず一つながりの導瞳系について零織を與え

る電鯵差計のよみを見ておき，次にその一端の電極に例　　　　t

えばこれと異る金蕊を密着させて全面を覆い，この場合　　　、

の新しい零鮎を求めてこれが電位差計のよ゜みで前とどれ

だけずれているかを見れば，電位差計のよみの精度で電

極金賜間の接鰯電位差を知ることができる．．
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第2圖　零貼法を用いる揚合の回路

　ここで注意すべきことは，零融法を用いるかぎり，振｝

動容量部分の形駄も，電極振動のi姿態も，また増幅器の

特牲も，零鮎指示の‘感度’（最小識別電位差）に影響を

及ぼすだけで，零黙（等電位）指示性の正しさには原理

的には何ら關係がないという著しい事實である．このお
　　　’
蔭で振動電極や増幅器の設計が随分簡軍になるのである

しかし後に述べるように實際に装置を組んでみると，な

かなかそのように理想的には行かず，電極配置に相當氣

をつけないと零黒占指示たかなりの系統誤差を生ずること

を筆者は経瞼したのであつた．
　　　　　　　　　それはともかく，このような振動容量法が實際有能で

あることはZisman以來多くあ蜜験によつて充分に確め

られている．しかしながらできるだけ簡便でしかも精確

敏感に働く装置を具燈的に設計して實用的な‘振動容量

式電位計’にまで仕上げることや，そのための立入つた

理論的考察たはまだまだ研究の鯨地がある，筆者もその

方向を目指していろいろと試み且つ考えてみた．

　IL　試作装置の要織

　（1）舌片の共援を用いた擾動容壷系

　この装置の急所は何と言つても大きい振幅の振動容量

系をどのように巧みに實現するかに在る。この部分は直

接きわめて利得の高し〕虞室管増幅器に結賦れるのである

し，装置を簡素化するためにも，なるぺく小電力で，小
　　　　　　　　　　げ
型で，かつ増幅器を妨害する火花放電などをやらない動

力源が使いたいここが工夫のしどころであつて，V｛ま

までに報告された方式も十人十色の感があり，鐵片叉は

鐵線の磁氣的属賑を用いるもの（5）市販のダイナミック・

ス盛かを糊するもの（6）　（7）を鵬電磁輝講

（自記装置）を使うもの（4）その他攣つた所ではZisrnan

が最初試みたもので電氣酌妨害を恐れるあまり駆搾室氣

の噴出で働振するという泰山鳴動型もある・

　筆者は始めマグネチック・スピーカー次にダイナミッ

ク・スピFカーの振動桿に輕い電極を取付けて，歎百サ

イクルで張制振動を行わぜたが，案じられた電氣的妨書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒは簡畢に遮蔽できた」しがしいずれも電流を喰5割には，

振幡は小さく，且つ振動系を支える調整がむずがしいの
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で申止し，しばらく琴縣の軍弦琴を用いることを試みて

いたが．不規則な換れ振動に閉口して，結局第3圖のよ

うな舌片共振型に攣更した．＊
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　　　B　　s．1、t　　（振動電極｝
　　アソづロイド　．1　　　　‘華面金鍍）’

　　獅器へ1　齪翻・・網
　　　　　　　　支えの牌1接地｝

　　　　第3圖　舌片の共振を用いる振動容量系

　　厚さ0．5mm，幅10mm，の燐青銅舌片（長さ約7cm）、

　の一端をしつかりと固定して水卒に置き，ありあわせの

，マグネテ4ヅクスue’・・一力一の振動桿で舌片の固定端附近

　の適當なる場所を鋤振する．舌片の長さは豫め固有振動

　鰍が約100サイクルになるように調整レておく，これは

　あkり嚴密にする必要はなかつた．デリケートなのはむ

　しろ舌片の厨振鮎の位置であつて，これが悪いと振動檸

　からの振動エネルギーが舌片に入らずに反封されてしま

tt ､ために，舌片の振幅がひどく減少する．印ち振動桿系

　と舌片との機械的イソピーダソスの整合が要求される．

　　マグネティックスU’・・一カーに入れる騒動用の電流とし

　ては，商用交流をセレン整溌器で周波敷を倍増して100

　サイクルにしたもの（直流秀も混つている）を用い，電

　墜約10求ルトで5～10mAくらい流した．この程度の
』亀 墲ｸかな電流でも振動系の調整さえよければ，舌片の先

　端振幅は容易に3mmくらいとなり，安定した共振を持

　績するので布分實用になる．’

　　この舌片の表面は豫め金メッキを行つて，酸化等を防

　いでおき．舌片の先端附近約2亭方cm（第3圖中A）を

　振動容量電極として，もう一つの電極Bを下から支え・A

　と約2粍隔てて封い合おぜた．

　　振動系全購は電氣的に周園と絶縁して支え，電位差計

　につないで∫任意（0～2V）の正又は負の静電位に保て

　るようにする．電位差計の他端は接地する，スぜ一力｛

　の騒動電流が，増幅器に接綾される電極Bに直接磁氣的
　サ
　に作用してハムを稜生しないように，磁石全鐙を舌片と

　等電位の箱に入れて舌片に封して充分遮蔽し，さらにB

　を含む全艦を大きな遮蔽箱に入れて外部からの電氣酌妨

　害を防いだ．

　　寧定電極恥ま増幅器の第一眞室管のグリッドと直接結
＼
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ぽれるもので試料の保持毫を象ねil極力電氣的絹縁性の

高い材輝アソブロイド等）で水卒に支えた．この際なるべ

く周園に野する分布容量が小さくなるように注意した．

　（2）増幅　器

　このような振動容量系から取出される交流は・前に述

べたように10’9アンペア程度の微弱なものなので，これ

を増幅するためには，初段眞室管の入力イソU“　・一　ti，yス

をできるだけXlきくしなければならない＊また増幅器

全膿の利得を大きくするために，各種の回路薙音・眞室

管難晋を少しでも減らしたい．

　そこで筆者は初段眞室管として制御グリッド絶縁の比

較的良好なUZ－6C6を選び，　B一電源，電墜約200ボル

｝，繊條電匪約4ボルト（直流）くらいに格下げしで用

い，制御グリヅドは‘浮游グリッド’（グリッド・リーグ

を別に着けず，僅かなグリヅド電流等による陰極へのコ

ンダクタソスを利用する）として）．電極Bに直結した・

こうすると，陰極からの熱電子が初速度によつてグ　IJ　・7

ドに跳付いてグリッドは一1V程度に帯電し，ひとりで

にバイアスがil卦る．＊＊

　初段球によつて電力増幅が行われた信號波を，さらに

6C6三段，　RC結合の低周波増幅器（200サイクル以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
は1切り落す，）によつて電歴増幅し，ブラウと管オッシ

ログラフにスれた結果，装置全膣としての最小識別電位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N差は約5mVとなつた．増幅器の利得は約110db＊＊＊と推

定され，相當に高いので電氣的妨害の遮蔽は愼重に行い

また機械的振動による妨害の除去にも注意した．繊條加

熱にに蓄電池からの直流を用いたが，第二段以下の賃室

管は注意すれば交流でもよい，B電源はエリミネ”一　Pt　一一

電源で，CfS滑用コソデンサーは充分大きく（並列で48pm）

しないとリップルが除去しi藍せなかつた．　　　　　　　　’

1皿電極配置の不良に基づく系統的誤差

　前（1（3）項）にも述べたように，この方法ではブラ

ウン管面の交流波形の潰失雑爾電極間の電位差の沿失に

常に封慮し，電極配置や舌片の振動姿態には無關係なは

ずであるが，實際の試作装置では信號の浦失馳（電位差

計のよみ）は・電極Bの位置（とくにAとの距離）に

よつて規則的にかなり大きくかわり，ときとしては0・2V

にすら蓬することがあつた．
　　　　　　　　　　　　　　　　つ　また電極間の距離がごく小さいときとか，電極もしく

は試耕の表面が汚れていたりして表面電位にむらがある

と思われる場合にはしばしば，振動電極の電位を電位差

計でどのよ5な値にしても信號の完全な消失が行われず
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　声i遽綴を既に聾衷し忙．（「機械のP序ygJ　1（1949）．262）．

、，教濡’漏凝い二．！t、、L

　　　護難灘ご系の繊を鵬くL・分布容騨力小r
　　　＊＊こめ場合のグリツド李均電位の時聞的礎動「drifOは寛験にょる
　　　　と少くとも10分以内では5mV以下なので，安心して標準電位
　　　　にすることができる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン
　　＊＊＊10mV程度の精度でよいときは，このような高別擬の必要はなく
　　　’　初段球以後は6C6　，段で充分聞に合う．また零職槍知にはブラ
　　　　ウン管を梗やずジスピーカー3たはレシ』バーを用いることもが
　　　　琶る．　　一　　　　　　　　　　　一

　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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　　　’
　　　　　第2雀　　第3號

　　　　一一定の振幅以下にはどうしてもならないために，零鮎

　　　の讃みがはつきりと決められないで困つたこともあつた

　　　　このことも二つの電極だけを考える簡軍な原理的考察で

　　　’倣読明することができない．そこでいろいろと調べた結

　　　果，このような現象はどちらも，、電極A，Bの近くに，

　　　　そのいずれとも異る第三の電位の物盤Cが顔を出して

ノ　　　船るために起るのだということがわかつた．

　　　　　この場合には，任意の瞬間における電極の附近の電場

　　　、の模檬は例えば第4圖（a）のようになり，増幅器に結ば

　　　罐tる電極Bに入る電氣力線は振i動電極Aからくるもの
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第4圖　第三の電位の物髄が近くにあるときの電揚

の外に，第三の物髄Cに向5もCOtosある．＊（これらの力

線の‘敷’がそれぞれ（A－B），（B－C）’ ｷの容量的結合度

・を示す1そして，振動によつてAの位置がかわると，

・A－Bの結合慶ばかりでなくB－Cの結合度も攣動するの

’
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で，（第4圖（b）），AとBが等電位でて從つてその聞に

力線の結合がなくて）も，電極BにはCの影響で電荷

の出入が起ることになり，ブラウソ管上の波形は潰えな　　　・f

い・信號消失（‘零職’）が観測されるのは，A，C双方の

Bに野する影響がちようど打滑し、合うよ5な或る電位

（BとCとの中間の或る値）をAが取るときとなるの

である・ところがAとCとのBに野する影響の比鱒

は，三者の（振動前の）相醤的配置によつてかなり異な、

るので，始めに述べたO．2Vにも違する誤差さえ生ずる

のである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

　さらにくわしく考えてみると，振動のすべての位相を・

通Eて，上記の比＊が一・定になるということは，Aの電　　　　’

位をどのように攣えても，嚴密には有り得ない．、とくに

AがBのごく近傍で大きく振動するときには，装置の’

感度が大きい上に，AによるB－C結合の周期的遮籔が

著しいので，ブラウン管面には振動のどこかの位相で起

るBへの電荷の出入によつて信號波形が必ず残留して，

灘罐灘魏ないこ灘される警れ

　また電極面の一部が汚れて異なる電位にあるときにご

¢）現象に出會うというのもこの汚れた部分を　Cと考え

れば，同じよ5にして読明できる．

　このよ5な問題の具燈的な解決法は今や明瞭である．

要するに電極A，Bのまわりには充分の室間を作つて，

B－Cの静電的結合が始めから殆んどないようにすればよ

いし，もしやむを得ず近くなる第三物腔があるときは，

）その表面電位をAかBの表面電位と等しくなるよ5に

＊簡軍のため電極Bの始めの電位を0としt．
＊郎ちAの攣位に伜ラABの結合度の縫化と，　BCの結合度の謎
化との比．

fN’

　　　　　　　　　超昔波厚み計
　　，　　　　　高木昇・丹弱登・佐下橋市太郎（電氣）
　　　　　　　　　　　　　　　　，
　ボイラ・－eタ・yクの管壁など，大きな金圏板の一方

のみからその厚みを測定したいとき，超音波厚み計を．

用いると簡便である．

　まず圖の如く，厚みを測りたい金屡板に水晶振動子

を入れたプルe…ブを押しつけ，高周波ケーブルによつ

て可攣周波歎獲振器の出力電駆を印加する．水晶の振

動によρて金屡板申に超音波が生ずるが，iwa周波数

を攣えて板内の超音波長のiの整数倍が厚みに等しく
　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

高周波ケづル発振器　　司鶏周波

　　　　　固波数変調　　増rh器

覗鯛波
＃振

超音波厚み計原理図

なれば定常波ができ，護振器の出力が増すのでプレr－一

ト電流が15～二5％急攣する．

　その共振貼の検出を容易ならしめる方法として，バ

イブレ・一　］　・・によつて苦聲周波数で護振回路の容量を

攣化させてわずかな周波敷攣調を行い，共振時の陽極

電流の攣化分を攣墜器で取り出し，壇幅してスピーカ

Pを鳴らす．攣調用音聲周波数の護振にはネオン管を

用いたので（從來のものは眞室管獲振器）使用貫室管

は主獲振用及び増幅二段，合計3本のみですみ（從來

のものは4～5本）スピPカーも小型なクリスタル型
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を用いて，わずかに15×10×8㎝m3の大きさに牧あ得

た．電源用乾電池を含めても，容易に肩から下げて現

場昏持ち蓮びできる．

鵜の激しい工場内ではスピーか暗1燗き難い’

Qでジ受話器も使用できる．護振周波藪は1．1～3．5Mc

（鋼鐵板内の超音波の波長約1．5～5mm）で，4Mcの・

共振周波敷を持つ水晶振動子を使用した．約1．5mm～

15cmの厚みの金屡板の厚みを4％以下の誤差で測定

でき，表面の荒い場合は4～7％くらいの精度に低下

する．C1949・12・4）　．　　　　’　　．
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し七おくのゼある．筆者の試作装置では舌片の周園は舌

片と同じく金メッ卑を施した薄板でかこみ，舌片と共に

電位差計につなぐと共に，野向電極Bは長さ5cmくら

いの細い柱で箱の底から立てることなどによつてこの種

のトラブルを避けている．

IV．む　す　び

・上に述べた試作装置は，有り合わせのマグネティヅク

　スピーカーの磁石や振動桿を用いて手製したものに過ぎ

’ず，構造はもつと簡軍で使い易いものに改良できると思

　われるが，この程度のものでも口的によつては充分役立

　つ・筆者はこれを用いて目下金陽の軍極電位の直接測定

を試みている．さきに練習實験としていろいろの金慶相

互間の接鯛電位差を測定してみたところ，大氣中のため

　再現性は悪いが，だいたい從來の測定値に近い値が得ら

・れた・一方もつと簡軍な構造のものを箕室中に入れる準
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　　　　　　　　　　　　　　　　生．産研究　’

v備も進めている．電櫨配置の理論的考察1ま上記の程度で・

　定性的にはi謎されたものと考える．

　　稿を結ぶに際し，絡始親切な御指淳を賜わつた本研・

熊谷寛夫激授，及び舌片用燐青銅を供與された理工研・’

村川禁激授に深い感謝の意を表すると共に，熱心に協力・

　された東大二工・物理工學科學生村田一，小林寛柿井

　俊一郎，辻泰め四君の勢を心から謝する次第である・

　（1949・10・24）
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より求まる．

　Eは任意の組成のスラッグの揚合の起電力；Eoは

FeO　100％の場合の起電力；Rは氣髄恒敷Fはファ

ラヂー常敷；Tは絶封灘度・

　結果をまとめて圓に示す．これから庫ちにSio2の

活量及び》・ろ）・うな微分分子量（Partial　Molal　Qua・

　　　　　　　　　　　　　　　　ntities）が計算

mp　＄

呈

■躍置回辮成分の活量の計算

　　　　　　　　　松下幸雄・坂上六郎（冶金）

　すでに報告したように，熔融スラッグ中におけるそ

の構成分の活量を求めるためにFeO－Si（）2ご元素をと

り，電極としてFe－Sic封を選んでその反磨起電力を

測定したが，これから活量を計算する驚めにはまず起

電購式を考えなければならぬ．この揚合，（1）F・二Sic

電極封に封しては，Sio2が反磨にきいてこないこと・

（2）Sic（十）極にFeとSiの不均一な合金が附着す．

るこ．と．（3＞FeO　100％の場合の起電力は14pO℃で

200mV，・・，14SOeCで220mVであるが・これから計算

した遊離エネルギー・一の愛化の値と反磨式に從來の熱化

學データを適用し℃計算した遊離エネルギーの愛化の

値とが，一致しなければならぬこと等を考慮して次の

反磨式を得た．
　　㊥　SiC十4Fe2＋十〇2－十6e・＝4Fe十Si十CO．．＿．（1）

　　θ一3F・＋30・一一・：3F・0＋6・…・一…………・…（2）

合計SiC＋4F・0（P・・e）＝F・＋Si＋CO＋3F・0（P・・e）（3）

及びSiC十4FeO（solution）＝Fe十Si十CO十3FeO
　　　（，plUti・n）＿．＿．．．．．．．＿＿…………………・（3）

　　∴SiC＋F・・（（pure）SQIILltion）－F・＋Si＋C・n・6（4）

　ここで括弧内のpureは純粋なFeO，　solutionは二

元スラッグ中のFeOを意味する・

　この式から結局FeOの活量aFeOは
　　　　EE。＝瑚6Fln・F。0……・・……・・e…（5）
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できる．

　さらにFeO・

Sio2熔融スラ・

ツグの構追につ

いて電定量的な

取扱いができグ

H．Schenckの
V、わゆる‘‘i遊離i

成分”を検討で

きるわけだが，

詳繍追つて報
告する・

　（1949と12・5」）
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